
ベランダやコンクリートの上に置けます。 

土の力で生ごみを分解するので維持費はかかりません。汁物、くさった物、カビのついた物など入れ

られ、虫や臭いは発生しにくいです。キエーロ内の土は生ごみを分解し、養分を含んでくるので、堆

肥としても使えます。堆肥として取り出したら、土を補充しましょう。

▼次に埋める場所を変えながら、繰り返します。 

一巡したころには最初の生ごみは消えています。  

▼夏場は 3～4 日、冬場は 2、3 週間で、ほとんどの生ごみは分解・消滅されま

す！（気温が低いと、バクテリアの活動が鈍くなり、分解に時間がかかります。

分解の様子を見ながら、量や頻度を調整してください。）

１．使用開始前  

○日当たりが良く、風の通る場所に置いてください。 

○中に黒土（腐葉土は止めてください。）を約 100 リットル入れま

す。（庭や畑の土でも大丈夫） 

○柄の長いシャベルを用意。（深い穴を掘るため、片手で持つ移植ゴテは不向きです）

２．生ごみを数日間ためる  

○３，４日間、生ごみをフタ付きの容器（ステンレス製が臭いがつきにくい。）にためます

（一時発酵のため）。野菜くずなど小さく刻むと、バクテリアの分解を助けます。肉、

魚、油、料理の残り物なども良いです。動物の骨、貝殻、玉ねぎの皮、トウモロコシの

皮、大きい種などは分解しないので、入れないでください。臭うものは、早く埋めても良

いのですが、毎日は埋めないでください。 

○米ぬかをかけておくと腐敗しにくく、発酵は進みます。（かけなくても問題ありません）

３．投入したら 黒土、水、生ごみをよ～く混ぜて、泥んこにする 

○穴を２０センチ程度掘り、たまった生ごみを入れて周

りの土とよく混ぜます。 

（深すぎるかな、と思うぐらいが良い。） 

○水をたっぷり入れ、シャベルで 切るように良く混ぜ

て空気を含ませると、土の中の微生物が活性化し

て、分解が早くなります。

４．乾いた土をかぶせて終了！ 

○上から乾いた土をかぶせ、生ごみを完全に 

 覆います。 

○しっかり土でフタをすることで、虫や臭いの発 

生を防げます。 

お問い合わせは、海老名市経済環境部 環境政策課 ０４６－２３５－４９２３

製作 海老名市建築職組合 

県産木材使用 


